
 

 

 

 

 

 

６年生の卒業前に、在校生の子を楽しませようと企画したレクリエーションを行

いました。サッカーとダンスのうち、在校生がやってみたい方に参加しました。学年

によって参加人数は違いましたが、自分で選択してやりたいレクリエーションに参

加する形式です。サッカーでは、６年生と他学年が一緒のチームになり、対戦でき

るようチーム分けも工夫しました。ダンスは、動画を見ながら流行のダンスを踊っ

たり運動会で踊ったダンスをしたりと、みんなで楽しめるように工夫していました。

他学年からは、「楽しかったー。」「自分たちも６年生になったら、やってみたい。」「手紙でお礼を伝えたい。」と、

一緒に楽しむことができたことを喜ぶ姿もありました。 

 ６年生の実行委員３名が、仲間の力を借りながら、他学年を楽しませたい、自分

たちも楽しみたいというねらいのもと、計画してきました。自分たちの力で最後までや

り遂げようと準備したり、声を掛けたりすることができました。卒業しても、さまざまな場

面で、企画したり調整したりすること、運営を任されることなどがあると思います。うまく

いかないことがあるかもしれませんが、その都度、話し合ったりアイデアを出し合ったり

しながら、失敗も一つの糧として成長しづけてほしいと思います。 

創立 150周年記念事業実行委員会さまより、以下のものをご寄贈いただきました。大切に使わせていただ

くとともに、保護者、地域の皆様とのつながりを大切にしていきたいと思います。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

会議机、椅子につきましては、管理棟３階旧パソコン室に設置し、きらら委員会をはじめ、PTAの会議、地域

学習の活動場所などとして利用していきたいと考えています。名称につきましては、先日のきらら委員会にてご

協議いただき、「コミュニティルーム『きらら』」となりました。 

体育館のパイプ椅子を増やしていただきました。今年度

の卒業式におきまして、卒業生用の椅子として、練習から当

日まで使用していきます。 

 「校長先生、これ見て！」と３年生の子どもが話しかけてくれました。手には、図画工作科

の時間に作品持ち帰り用の大きなバッグを持っています。授業の最後に、１年間の作品な

どを入れるバッグに一人ひとりオリジナルのデザインを描いていました。その子のバッグに

は、好きなキャラクターがびっしりと描かれていました。上手に描くことができているのはも

ちろん、大きさや配置も考えられていました。声をかけようと思ったのは、きっと自分でも達

成感が得られた証拠だと思います。自分の得意をしっかりと伸ばそうとしていること、そして、自分で「やったあ。

うまくできた。」という思いを持つことができた姿が素晴らしいと感じました。 

ふれあい
四日市市立水沢小学校 

学校だより 

令和８年３月 11 日 第 53 号 

（文責 岡本 浩樹） 

〇会議用机 １０台 
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